
ChineseWriter11の手動アンインストールの手順

1．Windowsのスタートボタンをクリックします。

２．「Windowsシステムツール」をクリックします。

3．「コントロールパネル」をクリックします。

4．「コントロールパネル」が開きます。表示方法が下図のような表示の場合、赤枠で示される「カテゴリ」をクリックします。

  すでに「大きいアイコン」での表示にされている場合は、６に飛んでください。

以降、指定のフォント、レジストリキー、ファイルやフォル

ダの削除作業をおこないます。

指定のフォント、レジストリキー、ファイルやフォルダが

元々存在しない場合もありますので、その場合は読み飛ばし

てください。



5．「大きいアイコン」をクリックします。

６．「コントロールパネル」の表示方法が変わります、ここで下方にスクロールし「フォント」を探します。

7．下図の赤枠で示される「フォント」をクリックします。

8．登録されているフォントが表示されます。

 このフォントの一覧より名前が「CW-B5 」および「CW-GB」で始まるものを範囲選択してください。



9．範囲選択ができましたら、下図の赤枠で示される「削除」をクリックします。

10．「フォント削除」のウィンドウが表示されましたら、「はい( Y )」をクリックします。

11．フォント削除の確認用ウィンドウが表示されます。

12．下図の赤枠で示される部分にチェックマークをいれ、緑の枠で示される部分をクリックします。

 以上でCWのフォントが削除されます。

13．次に名前が「KF-B5 」および「KF-GB」で始まるものを範囲選択してください。



14．範囲選択ができましたら、下図の赤枠で示される「削除」をクリックします。

15．フォント削除の確認用ウィンドウが表示されます。

16．下図の赤枠で示される部分にチェックマークをいれ、緑の枠で示される部分をクリックします。

 以上でChineseWriter11のBIG5およびGBのフォントが削除されます。

17．「閉じる」ボタンをクリックします。



18．「レジストリエディタ」を起動します。

19．「ユーザーアカウント制御」が表示されます、「はい」をクリックします。

20．「レジストリエディタ」が表示されます。

21．「HKEY_CURRENT_USER」下を表示します。

これより先はレジストリの操作となります。

慎重に操作をおこなってください。

操作前にエクスポートでバックアップしておくことをお勧め

いたします。



22．「EUDC」下を表示します。

23．「932」下を表示します。

24．「KF-GB Mincho」を削除します。

削除時に「値の削除の確認」メッセージが表示されますが、「はい( Y )」をクリックします。

25．「KF-GB 1830 P Mincho」を削除します。

以降、同様に「はい( Y )」をクリックします。



26．「HKEY_LOCAL_MACHINE」下を表示します。

27．「SYSTEM」下を表示します。

28．「CurrentControlSet」下を表示します。

29．「Control」下を表示します。

30．「Keyboard Layouts」下を表示します。



31．「KeyboardLayouts」下を表示をスクロールし、下図の赤枠で示される部分を表示します。

注意）上記の赤枠内の「E0010411」、「E0020804」、「E0030404」の001,002,003の部分は環境にって変わります。

32．「Keyboard Layouts」下の頭に「E」が付くキーを順次検索し、「layout text」が下図のように

 「ChineseWriter11(CW)」のものを探します。

  また、この時のキー（この場合は E0010411）を控えておいてください。

33．上記32で見つけたキーを削除します。

34．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

35．「Keyboard Layouts」下の頭に「E」が付くキーを順次検索し、「layout text」が下図のように

「ChineseWriter11(GB)」のものを探します。

  また、この時のキー（この場合は E0020804）を控えておいてください。



36．上記35で見つけたキーを削除します。

37．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

38．「Keyboard Layouts」下の頭に「E」が付くキーを順次検索し、「layout text」が下図のように

 「ChineseWriter11(BIG5)」のものを探します。

  また、この時のキー（この場合は E0030404）を控えておいてください。

39．上記38で見つけたキーを削除します。

40．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。



41．「HKEY_LOCAL_MACHINE」下の「SOFTWARE」の下を表示します。

42．「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」の下を選択します。

43．「ChineseWriter11」を削除します。

44．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

45．「SOFTWARE」下の「KODENSHA」の下を選択します。



46．「KODENSHA」を削除します。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。

47．「HKEY_LOCAL_MACHINE」下の「SOFTWARE」下の「WOW6432Node」下を表示します。

48．「WOW6432Node」下の「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」を削除します。

49．「WOW6432Node」下の「KODENSHA」下の「MultiLanguageTalker」を削除します。



50．「WOW6432Node」下の「KODENSHA」を削除します。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。

51．「WOW6432Node」下の「KODENSHA Co., Ltd.」下の「ChineseWriter11」と「ChineseWriter11 フォントセット」を削除します。

  「ChineseWriter11」と「ChineseWriter11 フォントセット」の削除後に、「KODENSHA Co., Ltd.」も削除してください。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、「KODENSHA Co., Ltd.」は削除しないでください。

52．「WOW6432Node」下の「Microsoft」の下を表示します。

53．「Microsoft」下の「Windows」の下を表示します。



54．「Windows」下の「CurrentVersion」の下を表示します。

55．「CurrentVersion」下の「Uninstall」の下を表示します。

56．「Uninstall」下の「{36AAB684-0D9C-49A1-AECD-F8F5F23AA687}」を選択します。

  この時、「DisplayName」の値が「ChineseWriter11」であることを確認してください。

57．上記55で選択した「{36AAB684-0D9C-49A1-AECD-F8F5F23AA687}」を削除します。

58．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。



59．「{DB851669-73E2-4492-98C2-19ECC006DAD5}」を削除します。

  この時、「DisplayName」の値が「ChineseWriter11 フォント」であることを確認してください。

60．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

61．「HKEY_CURRENT_USER」下の「Keyboard Layout」下の「Preload」を選択します。

62．上記38の処理で控えた値に対応するものを削除します。

63．「値の削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。



64．上記35の処理で控えた値に対応するものを削除します。

65．「値の削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

66．上記32の処理で控えた値に対応するものを削除します。

67．「値の削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

注意）上記61から67の処理ではChineseWriter11の入力システムの3つ以降に他の入力システムが存在しない状態で記述していますが、

 もし4番目以降に他の入力システムが存在した場合は、1,2,3,4,5～と連番になるように「値の名前」を変更してください。

68．「HKEY_CURRENT_USER」下の「SOFTWARE」下の「KODENSHA」下の「MultiLanguageTalker」の削除。

69．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。



70．「HKEY_CURRENT_USER」下の「SOFTWARE」下の「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」の削除。

71．「キーの削除の確認」メッセージが表示されます、「はい( Y )」をクリックします。

72．「HKEY_CURRENT_USER」下の「SOFTWARE」下の「KODENSHA」の削除。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。

73．「閉じる」でレジストリエディタを終了してください。

これより、ChineseWriter11関連のファイル・フォルダの削除処理となります。

ここで一旦Windowsを再起動してください。
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74．デスクトップ上の「中国語デジタルマルチ大辞典」と「チャイニーズナビ」を探します。

75．上記73で見つけた2つのアイコンを選択します。

76．「中国語デジタルマルチ大辞典」と「チャイニーズナビ」を削除します。



77．「エクスプローラー」を起動します。

78．下図の赤枠で示される「Cドライブ」を選択します。

79．「Cドライブ」下の「Program Files (x86)」をダブルクリックします。

80．「Program Files (x86)」下の「KODENSHA」をダブルクリックします。



81．「KODENSHA」下の「VW」を削除します。

82．「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」を削除します。

83．一つ上のフォルダに移ります。

84．「Program Files (x86)」下の「KODENSHA」を削除します。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。



85．一つ上のフォルダに移ります。

86．「Cドライブ」下の「Program Files」をダブルクリックします。

87．「Program Files」下の「KODENSHA」をダブルクリックします。

88．「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」を削除します。



89．一つ上のフォルダに移ります。

90．「Program Files」下の「KODENSHA」を削除します。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。

91．一つ上のフォルダに移ります。

92．下図の赤枠で示される「表示」をクリックします。



93．下図の赤枠で示される「オプション」をクリックします。

94．「フォルダーオプション」が表示されます、下図の赤枠で示される「表示」をクリックします。

95．下図の赤枠で示される「隠しファイル、隠しフォルダー、および隠しドライブを表示する」をクリックします。



96．「OK]ボタンをクリックします。

97．隠れていた「ProgramData」が表示されます、この「ProgramData」をダブルクリックします。

98．「ProgramData」下の「KODENSHA」をダブルクリックします。

[

99．「KODENSHA」下の「ChineseWriter11」を削除します。



100．一つ上のフォルダに移ります。

101．「ProgramData」下の「KODENSHA」を削除します。

   注意）他の弊社製品をお使いの場合は、削除しないでください。

102．「ProgramData」下の「Microsoft」をダブルクリックします。

103．「Microsoft」下の「Windows」をダブルクリックします。



104．「Windows」下の「スタートメニュー」をダブルクリックします。

105．「スタートメニュー」下の「プログラム」をダブルクリックします。

106．「プログラム」下の「ChineseWriter11」「ChineseWriter11 サポートツール」「ChineseWriter11 補助ツール」を削除します。

107．「プログラム」下の「スタートアップ」をダブルクリックします。



108．「スタートアップ」下の「CW11_IME設定」にマウスポインタを合わせてマウスの右ボタンをクリックします。

109．「ショートカットの検索」が表示されましたら、「キャンセル」をクリックします。

110．「CW11_IME設定」を削除します。



111．「エクスプローラー」で「Cドライブ」下の「Windows」をダブルクリックします。

112．「Windows」下の「System32」をダブルクリックします。

113．「System32」下の「B5IMEV10.IME」を削除します。

114．「System32」下の「ChinaTWV10.dll」を削除します。



115．「System32」下の「CWBuCodeV10.dll」を削除します。

116．「System32」下の「GBimev10.IME」を削除します。

117．「System32」下の「ugbimev10.IME」を削除します。

118．一つ上のフォルダに移ります。



119．「Windows」下の「SysWOW64」をダブルクリックします。

120．「SysWOW64」下の「B5IMEV10.IME」を削除します。

121．「SysWOW64」下の「ChinaTWV10.dll」を削除します。

122．「SysWOW64」下の「CWBuCodeV10.dll」を削除します。



123．「SysWOW64」下の「GBimev10.IME」を削除します。

124．「SysWOW64」下の「ugbimev10.IME」を削除します。

 以上で、手動によるChineseWriter11のアンインストールは終了です。
 Windowsの再起動を行ってください。


